
諮問事項
学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）の導入の在り方について

〇法律
「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」

平成１６年 制度化

平成２９年 設置の努力義務化

〇背景
・社会の急速な変化

・学校教育に対するニーズの多様化

〇京田辺市
普賢寺小学校でＨ２７に導入

小学校８校、中学校３校は未設置

→本審議会はＣＳ（コミュニティ・スクール）を導入することについての基本的な考え方を審議
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良好な教育環境の確保として
地域との連携をより一層促進

資料４



第１回審議会

なぜ、今、京田辺市にＣＳ（コミュニティ・スクール）を導入するのでしょうか。

→社会の変化や学校教育に対するニーズの多様化等により、学校や地域の課題は何が

あるのか？

→こども、学校、地域のつながりをどうしていくのか？

まずは、これらについて色々な人が集まって、話し合うことが大事です。

そして、これらを話し合った上で、ＣＳ等について理解を深めてもらいます。

今日は簡単な説明にとどめ、詳細な説明は第２回以降の審議会で行います。
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（１）コミュニティ・スクールについて
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コミュニティ・スクール
コミュニティ・スクールは、保護者や地域の方等に関わってもらい、学校の運営に

ついて話し合う仕組みである「学校運営協議会」が置かれた学校です。
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文部科学省「コミュニティ・スクール2017」より



コミュニティ・スクール
令和７年５月現在で、全国の小中学校の約７割がコミュニティ・スクールです。

5
文部科学省「令和７年度コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動実施状況調査の結果（概要）補足資料」(R7.11)



（２） 審 議
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自己紹介しましょう。（一人１分程度）

①わたしの名前

②わたしの好きな教科

③今、この審議会に出席している正直な感想
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〇これから次のことについて議論をします

①学校や地域の課題について考えよう

②こどもと地域の関わりについて考えよう
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〇チーム内の役割を決めましょう（１分）

ファシリテーター（司会） １名

※書記、タイムキーパー：事務局職員



①学校や地域の課題について考えよう
→考えてみましょう ２分
→ひとりひとり話しましょう １０分（一人の目安は２分程度）
→話し合いましょう １５分
→ふりかえりましょう ５分※ふりかえりシートに記入

〇課題の例
・自分が住んでいる地元の学校のことはよく分からない

・地域の顔見知りのこどもはいない
・こどもが減ってきている
・ＰＴＡの活動が縮小してきている
・地域の会合や行事に参加するこどもや若者、大人が少ない
・学校の先生は忙しい
・こどもの学び方を時代にあったものに変えないといけない
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②こどもと地域の関わりについて考えよう
→考えてみましょう ２分
→ひとりひとり話しましょう １０分（一人の目安は２分程度）
→話し合いましょう １５分
→ふりかえりましょう ５分※ふりかえりシートに記入

〇関わりを考えるポイント
・地元の行事に参加してほしい
・地元で育つこどもはこんな大人になってほしい
・こどもにはこんな力を身につけてもらいたい
・地元を好きになってほしい
・地域はこどもにとってどんなところ

・学校は地域にとってどんなところ
・地域と学校の関係がこうなったらいいな
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ふりかえりシートは机に置いてお帰りください。

次回の審議資料として、事務局で一覧にします。
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